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6. 全体討論 

 

 

 

 

金井  最後のプログラムになりますが、全体討論として、今回この会に参加して頂いた先生方からお

話を伺わせて頂きたいと思います。まずは、 

昨年冬の釜石市、今年夏の田辺市、そしてと今回の黒潮町とこれまで三回開催させて頂きま

した。最初の釜石市では、顔合わせの会として、集まって頂いたみなさんがそれぞれでこんな

ことやっているのかをについて情報交換をさせて頂きました。そして、今年夏の田辺市では、

多くの現場の先生方が抱えておられるであろう課題として、「防災教育をどのように進めてい

くのか」、「効果的な防災教育のために、子どもたちとどのようなコミュニケーションをとれば

よいのか」という点と、「家庭・地域を連携した防災教育をどのようにすすめていけばよいの

か」という点について、二つのパネルディスカッションとグループディスカッションを通じて

具体的に議論させて頂きました。そして、それを踏まえて、今回はさらに具体的に「地域、子

どもを育む環境をどう作っていくか」という観点で、昨日、座談会とグループディスカッショ

ンを通じて、議論させて頂きました。 

最後に、今回参加して頂いて、思ったことや、「こんなところがためになった」といった感

想等をご発言していただいて、情報交換したいと思います。 

嶝口  田辺市教育委員会の嶝口です。率直な感想です。「学校と行政とが一体となって取り組んでい

る」、「町をあげて一本化さている」というのを見て、本当にこの町は素晴らしいなと思いまし

た。昨日の町長さんの「子どもが地域を守る」という言葉にそれは象徴されているかと思いま

す。そして、昨日はあれだけの方々が集まってきて、本気の意見をだされていました。やっぱ

り防災教育は、如何に本気なのか。やっぱり教師が本気にならなければ子どもは変わらない。

それが根本的なところだと思います。そういった面で、田辺市から一緒にこの会に参加してき

ている先生方と、昨日も一昨日も 2時過ぎまで集まっていろいろと話をしたんですけども、毎

回この会に参加させてもらって、「すごく力をもらう」、「元気をもらう」、「やる気をもらう」

といった感じだな、と思います。 
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五十嵐 三条市立第一中学校の五十嵐です。2 回目の田辺市に行かせて頂いたときは、新庄中学校の実

践を見させてもらってすごく刺激を受けました。「こういう実践ができるんだな」、「こういう

プログラムで学校運営ができるんだな」ということを改めて目の当たりに見させて頂いて、勉

強になりました。今回の黒潮の場合は、今お話にあったように、町長さんをはじめ、行政と学

校とが一体化して防災教育を進められているという点でまた勉強になりました。 

昨日、能登の中学校で「防災教育と学力とが相関関係にあるのではないか」という話があり

ました。うちの学校も 3年前から防災教育に取り組んでいるんですけど、それまで学力がなか

なか上がらずに困っていたところ、ちょうど 3年前から徐々に学力が上がりはじめました。学

力テストの結果を見ると、1 年でだいたい 1.5 ポイントずつ上がっているんですね。3 年前は

学力偏差値が 48くらいだったんですけど、今は 53くらいに上がってきています。それと、私

は社会科を担当しているので、子どもたちが夏休みの課題で、人権作文や税の作文を書いてき

たものを一通り目を通すのですが、なんか最近ちょっと視点が違うなあと感じています。それ

までは自分のこと、自分の視点で見ていたものが、この防災を始めるようになって、子どもた

ちがいろんな視点で物事を見るようになったと思っています。それが原因なのか、新潟県内の

トップレベルの賞を続々と受賞するようになりました。小木中学校の話を聞いて、ちょっと検

証してみる価値があるかなと、どういう関係があるのかを調べてみたいなと思いました。そう

いった意味で防災教育の拡張性というか、今後の取り組みをやるうえでは、少し振り返ってみ

る必要があるような気がしました。 

松本  新宮市立緑丘中学校の松本です。五十嵐先生と同じように、私のところも学力がアップしてい

ればいいんですけれど、防災教育をはじめてまだ 2年くらいなので、まだこれからといった状

態です。しかし、「主体的に学ぶ」というところでは明らかに変わってきているなと感じるこ

ともあります。「子どもたちが自ら学ぶ」ということは、防災教育を取り組む中で、可能なも

のをやっていこうという教育意識などを含めて、絡めることができるかなと思います。 

話を戻してしまいますが、黒潮町に来させて頂きまして、行政との一体化ということが非常

に興味深かったです。また、参加されている先生方の意識の高さを感じました。これまでは「ど

うやって継続させていこうか」、「どうやって一般化していこうか」と考えていました。今回の

会議に参加して、「子どもたちが自ら学ぶ」、「教員が自らやり通す」、「学校全体が意識を持っ

て行政とやってやる」、そして「地域へ広げていく」というようにいろいろなステップがある

と思うんですけど、今後、具体的に考えて頑張っていきたいなと思いました。 

金井  今、お話し頂いた 3 人の先生は、一回目から毎回参加して頂いております。多くの先生が、3

人の先生と同じように、「黒潮町の町をあげて一生懸命やっている姿勢は凄いな」と感じて頂

いたかと思います。今回、黒潮町の先生方にも沢山参加して頂きました。今回初めて参加して

いただいた先生からもお話をして頂きたいと思います 

山本  黒潮町立拳ノ川小学校の山本です。今話にあったように、黒潮町の独自の取り組みは、町行政

とそれぞれの学校玄関が一体となっている。昨日の町長の話の中にもあったように、その思想

って言いますか、目指すものがはっきりしてぶれないというところが、黒潮町の一番の強みだ

と思っています。かねてから片田先生が指摘されていて、小木中の実践の中にもあったように、

やがては子どもたちの学力向上とか、生き抜く力まで育んでいくだろうと思います。「きっと

そうなるんじゃないか」と思いながら、自分たちもそれぞれの学校現場で実践をしていました
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が、今回の会議に参加をして、他校や他県の話を聞くなかで、それは間違いないなって思いま

した。 

防災教育が、今までの教育内容と大きく違うのは、「自分たちの命」、「生きる」ということ

とダイレクトに関わってくる点だと思います。だから、子どもも、家庭も、地域も、それから

自分たち教職員も一生懸命になり得ることができると。こういうのは今までになかった教育内

容だと思っています。ただ、学校現場では、教育課程の編成と防災教育をどう関連付けていく

かなど、まだまだ越えていかなければならないハードルはあります。 

今のところ自分の学校の中での位置付けは、総合的な学習とか学級活動の時間を活用して進

めています。これからは道徳科と同じように、防災教育科という大きな教科のような中身にな

ればと願っております。まだ教育課程の編成の中ではなかなか難しいですが、少なくとも黒潮

町は 10年後につながる、小学校 1年生から中学校の 3年生までの 9年間を見通したプログラ

ムを確立しています。だから、10年後の子どもたちの姿を描きながら、進んでいると思います。

まだまだ“伸びしろ”はたくさんあるので、自分たちの実践もそれぞれ工夫ができるところだ

と感じています。 

 

 

 

金井  黒山本先生からお話があった通り、黒潮町は、町をあげてぶれないでやってきているというの

が強みです。しかし、多くの地域はまだそうはなっていなくて、先生方が孤軍奮闘されている

ところもあると思います。これまで長く実践されてきた津田中学校から佐藤先生、小西先生に

今回初めて参加していただきました。他の地域の事例を聞いて、何かお感じになったことがあ

れば伺いたいです。 

佐藤  徳島市立津田中学校の佐藤です。今回初めて参加させて頂いていて、すごく勉強になるという

か、良かったなという面がたくさんありました。というのは、防災教育に関しては県の方から

「防災プログラムを全学年作りなさい」といった指導があって、それで熱心にやっているとい

う感じがしています。県でもいろんなことをやっているのですが、来ている方は管理職の人ば

かりで、マニュアル作って終わりとか、そういう会もたくさんあります。しかし、今日の会の

ような“横のつながり”といいますか、こうやって皆でざっくばらんに語り合ってという会が

余りないんですね。ですから、今回参加させて頂いて、“横のつながり”がすごく大事なんだ

なと非常に感じました。いろんな実践されているお話を聞いて、それを次に生かせるというの

は凄くありがたいことですし、嬉しいことですし、本当に今回参加させて頂いて、「こういう

人たちっているんだな」ということを率直に感じました。本当に良かったなと思っています。 
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今回、「防災教育における授業」について議論がありました。これから津田中学校でもやっ

ていかなければと思いました。これまで津田中学校は、「防災教育を授業で実践」という形と

は違ったやり方をしています。防災教育は、いろんな実践があっていいと思うんです。「津田

中学校は、全体ではどうされているんですか」とよく聞かれます。「一部の子はすごいけれど

も、全体はどうなんですか」という聞かれ方をよくします。津田のやり方は、100人いたら 80

人は 0.5歩ずつ進んでいきます。全体を一歩二歩と進めるやり方ではなく、本当にじわじわな

んですけど進んでいるんです。その代り、他の 20人が 40歩くらいズドーンと突き抜けて進み

ます。その子どもたちが 80 人の中から一人、二人、三人と取り込んでいって全体を底上げす

るんです。ですから、子どもたちが主体的に防災教育をやりだすわけです。OB 会ができたり

もするんです。今回も 2年生は出前授業に行きましたけど、担任の先生は何もしません。防災

講座の子どもたちが 4 つのクラスに行って、「こういうことするんですよ」、「こういうふうに

やるんですよ」と説明して、出前授業に行きました。中には金髪やら茶髪も何人かいるんです

けど、その子たちも一緒に保育所とか幼稚園に行きまして、○×ゲームをやったりして、楽し

く過ごして、帰ってきました。そして、感想を見ると「おもろしろかった」と。その子たちの

中でも、小さい子に教えることを通じて、「僕らも勉強になった」と書いてありました。 

今後はも、そういう実践を続けていきながら、今回いろいろと勉強させてもらった授業など

も取り入れながら、防災教育をこれからやっていかなければならないなと思いました。 

小西  津田中学校に長い間いた小西です。最初に開放座談会中で、黒潮町の教育委員会の教育次長さ

んが「子どもは命を懸けて故郷を守っていくんだ」という話をされたと思うんです。あの言葉

が、まさに津田中学校の先ほど佐藤先生がお話した 20人の姿なんです。13歳、14歳から「如

何に津田を守っていくか」という地域貢献を、その一点にかけてやっていく子どもたちが、毎

年 20、30 人といるわけです。それが毎年つながっていきますので、もうすでに一番上の子は

23歳になりましたけども、そこからずっとその下がつながっていっている。その子どもたちが

故郷を守っている、という良いつながりができます。ですから、その話がとても自分たちにと

っては、「ぴったりきたな」、「しっくりきたな」と感じました。 

金井  佐藤先生から、“横の繋がり”というお話を頂いきました。今回、徳島市の津田中学校さん、

高知市の城西中学校さん、それから大阪の鶴見橋中学校さんに事例発表していただきました。

今回参加していただく前に、3校とも大変素晴らしい実践をされていると伺っていたので、こ

の会への参加のお願いをするために 3校を訪問させていただきました。訪問してお話を聞いて

みると、3 校ともそれぞれの学校のことを御存知だったんです。最初に城西中学校に行って、

「このあと津田中学校に行くんです」って言ったら、「小西先生、佐藤先生のところね」とす

でに面識があった。また大阪をお邪魔したら、木下先生もお二人のことをご存知だった。小さ

い範囲ですが、つながりはあったんですよね。今回、せっかくもっとさらに広い範囲で、全国

的に先生方に集まって頂いているので、毎回申し上げているのですが、参加して頂いた先生同

士で、交流して頂ければと思います。 

それから、私は、津田中学校を訪問しお話を聞くなかで、これは防災を通じたリーダー育成

だけでなく、すごく良いキャリア教育にもなっているなと感じました。防災を通じて、人の役

に立ったりと言って消防士になりたいと思ったり、学校の先生になって子どもたちに防災を教

えてあげたいとか、キャリア教育としての効果もあるのかなと感じました。 



85 

木下  大阪市立鶴見橋中学校の木下です。うちの生徒の学力の問題は、本当に厳しいです。うちのク

ラスの半分以上は学習障害として思い当ります。一言で言いましたら、保護者がいない家庭だ

ったりすると、何にも教えてもらっていない。そのため本当に純粋で、いい意味で言えば、本

何も分からない、生まれたての卵のような子どもたちなんです。だから、出会う大人によって

本当に変わります。また、家に居場所がないという子どもたちもいる。そんな中で、「何故勉

強しないといけないのか」が純粋にわからない子どもたちと過ごしてきました。その中でも防

災教育に関しましては、むしろ勉強ができない子どもが一生懸命やりましたし、むしろ家庭環

境が非常に辛い子どもが「人の役に立てる」とか「命を大切にする」といった活動を、非常に

頑張るように変わりました。災害が起きたときは皆で助け合わないといけないので、皆のため

に一生懸命に手伝ったりすることができる子どもに育ってきているのを見ると、防災教育が本

当に力になったなと思っています。 

何人かの子どもたちは、毎朝、自分たちで学校の玄関の掃除をするようになっています。そ

の掃除をしている子どもたちの一人の子の話なんですけど、その子は親もいるんですけど、毎

朝小さな妹を保育園に送ってから学校に来ています。そして、放課後もすぐ帰って、迎えにも

行きます。でも、その子は朝 8時に間に合うようにちゃんと来て、掃除しています。本当に純

粋な笑顔で「おはよう」と友達や後輩に声をかけているんです。その姿を毎日見て、「自分も

やらざるを得ない」と思うようになり、子どもに変えて頂きました。だから、子どもたちの可

能性を信じて頑張っていきたいなと思いますし、今回、本当に勉強させて頂きましたので、ま

た、川島先生（大阪市立鶴見橋中学校）と二人頑張っていこうと決意しているところでござい

ます。 

太田  田辺市立芳養小学校の太田です。いろんな実践を見させて頂きまして、教員として防災学習を

進めていく上で様々なヒントを頂いたというか、学校の中でいろんな実践を進めていく方法や

材料がたくさん集まった、かなり収穫があったなと感じでいます。 

最初、防災教育を始めた頃は「ちょっと実践してみなさい」と言われて、ハザードマップ作

りだとか、見様見真似でいろんなことをやっていて、そのときは「防災教育ってこんなものか

な」って思いながら授業をやっていました。しかし、今回、「子どもが命を見つめる」という

授業を実際に実践してみて、子どもたちが授業を通して、家族を見つめ直したりとか、お友達

のことを思いやったりとかするようになったことを実感し、防災教育として、色々な効果が生

まれてくるような授業が幅広くできるのかなと感じました。今後、授業をそういう視点で考え

ていけたらいいかなと思いました。 

うちの学校は“学社融合”ということで、地域の人も含めて学校に入ってもらって、「地域

の人が子どもたちを見て、地域の人に学ぶ」ということを授業の中にたくさん取り入れながら、

学習活動を行っています。そこにも防災の学習を取り入れながら、いろいろな広がりを作って

いけるかなと思いました。まだ具体的にどんなふうにしていったらいいかはわかりませんけれ

ども、いろんな可能性が広がるなって感じていました。 

今回初めて参加しましたが、それぞれのお話を伺って、こんな機会じゃないと自分の授業風

景を見る機会もないので、すごく自分の授業の反省もできましたし、凄く勉強をさせて頂きま

した。 
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山本  田辺市立大塔中学校の山本です。今回、私も初めて参加させて頂いて、防災に対して様々な視

点から見てる方がいらっしゃったので、そこが勉強させてもらったところかなと思います。私

自身もこの前授業をさせて頂いたんですけれども、それが全てなのかどうなのかというところ

で、太田先生と一緒にちょっと悩んでいるところがありました。昨日グループ協議の中で、佐

藤先生にいろいろとお話して頂き、「どういうことから始めていったらいいか」と相談させて

頂いたときに、「無理をしないで自分ができるところから、とりあえず始めてみたらどう」と

言って頂いて、私自身、肩の力がふって抜けたような気がしたんです。自分自身が無理してや

ろうとすれば、子どもたちもきっと無理するだろうし、自分自身ができることから始めたら、

子どもたちも自分たちができることから考えて始めていくから、まずはやっぱり、そこからス

タートなんだなと感じました。 

それと、地域の方との交流の仕方もヒントを頂きました。地域の強いところと弱いところを

自分たちで話し合って、まず今の地域にどういう状況かということを把握して、そこから良い

ところはどんどん伸ばしていったらいいし、自分たちの弱いところを地域の方々と共有し合っ

て、自分たちで解決に向かう試みを少しずつ進んでいけたらなと思います。私もまた帰って、

できることから少しずつ始めていきたいなと感じました。 

それと、防災だけではなくて、学校教育っていうことはいろいろな問題があり、やらなけれ

ばいけないことがたくさんあります。学力の向上、体力の向上、また生徒の問題、暴力等の問

題など、様々な課題を抱えながら同時進行でやっていかないといけない。防災教育もその中の

一つ、と私は今まで考えてきたんですけれども、この会に参加させて頂いて、防災教育をする

ことによって、自ら考えて行動できる生徒の育成が学力向上につながる。防災教育を通じて、

皆で力を合わせる、そして命の重み、他人への感謝の気持ち、そういうことにもつながってく

るという話も私の中で印象に残っています。さらにまた自分自身もできる限り高めていきたい

なという向上心を持って、これから取り組んでいきたいなと思います。 

金井  お二人の先生とも各校の防災教育担当者として、田辺市の担当者会に参加されています。ぜひ

今回の経験を、ご自身の学校、担当者会議の中で伝えて頂ければと思います。 

 

 

 

大川  尾鷲市立矢浜小学校の大川です。先生方の話を聞いていて、「自分自身がこれまでやってきた

ことは足りなかった」と思いました。「自分たちが何とかして子どもたちにこういうことを教

えなきゃいけない」とか、「こういう子どもたちに育ってほしい」という願いはあるんですけ
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れども、結局は教え込みであったり、引っ張っていってしまう部分があったりして、子どもた

ちが自主的に活動するという部分が、とても弱かったなって改めて思いました。 

それともう一つ思うのは、自分のように教頭の立場でここへ参加してもらうよりも、やっぱ

り小中学校の担任の立場で、子どもと毎日一緒に生活している先生方が、このような中でいろ

んな話を聞かせて頂いて、その中から「よし、帰ったらあれをやってみよう」というところに

つなげていくのが、一番大事だなと思いました。そういう点ではこういう機会があることを自

分自身も教職員に広げていきたいと思いました。 

中村  尾鷲市立賀田小学校の中村です。私は、5、6年生の複式クラスの担任をしていて、去年からの

持ち上がりなので、2年間、同じ子どもたちと向き合っているところです。最初に話にでてい

た学力については、「防災を頑張ったから学力が上がった」ということは全然できないなと感

じています。ただ、“気持ちの優しさ”には効果が現れてきているように感じます。昭和の南

海地震や津波の話をした後に、すごくやんちゃな子が、毎日学校からの帰り道ですれ違うおば

あちゃんに「おばあちゃん、地震とか津波のこと知っているの？」と話しかけたそうです。そ

の子には、そのおばあちゃんが 80 歳以上に見えたらしく、それなら地震を経験しているかも

しれないと思い、聞いたそうです。学校ではとてもやんちゃして、いつも怒られているような

子が、地域のおばあちゃんに声をかけて、津波のときのことをいろいろ聞いて、それを次の日

学校で「あそこのおばあちゃん、何か知っているんだって」と言って、友達に話してくれたり

ました。それから、「保護者が自分のことをどれだけ大事に思ってくれているか」ということ

を感じた後で、お母さんが調子の悪かったときに、その子は「家庭科でカレーを作れるように

なったから」と言ってカレーを作ってくれたそうです。保護者の方は「そんなことしてくれた

のは初めてで嬉しかったです」と言っていました。学力面では「明らかに良くなりました」と

いう報告はできないんですが、“気持ちの優しさ”とか“命の大切さ”という部分では、随分

子ども達には伝わってくれているんじゃないかなと思います。 

5、6年生なので、「低学年に自分たちが学習したことを伝えに行こう」とか、「な紙芝居を作

ろう」とか「歌でやっていこう」とか「保育園に伝えに行こう」という計画を立てているとこ

ろです。そういう自分達発信で他の学年にどんどん広げていく。それが学校全体のものになっ

ていく。また、小学校を卒業したら中学校に行くので、小学校と中学校が連携してやっていく

ことで、それをさらに地域にどんどん広げていく。「こうなったらいいな」という理想はある

んですけど、まだまだできてないところが多いです。でも、まずは地域からの目とか、教員の

目からとか、色々な目で地域を盛り上げていって、「賀田は頑張っているよ」というアピール

をすることも大事なのかなと感じました。 

あとは管理職と同じ方向を向くとか、教育委員会にも後押しして欲しいなって思うときもあ

ります。皆がそれぞれが独立してやるのではなくて、黒潮町みたいに皆で同じ方向を向いてい

くっていうのは、とっても大事だなと感じました。 
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金井  中村先生が最後に教育委員会の後押し、との発言もありましたが。その前のところで「防災教

育を通じて、学力と言うまでにはいかないけれども、命の大切さ、気持ちの優しさというのは

すごい感じるところはある」とのことでしたが、確かにそうなんだなと思いますね。 

ただですね、「防災教育をやりましょう」と言ったら、多くの先生は「防災を教える教育を

やりましょう」とイメージしちゃうので、そうすると「逃げ方を教えて、いざというときにち

ゃんと逃げられるようなスキルを避難訓練で身に付けさせとけばいいんでしょ」となってしま

う。ここに集まって頂いている先生方のように、防災教育の可能性を広げて考えていくことが

できずに、話がかみ合わなくて、それが学校全体に広がらない理由になっているのかなという

気がするんですよね。それで、何が必要なのかなというと、学校の先生なので「教えている目

の前の子どもが変わっていく」、「そのよく変わったところを一緒に見て、変化を実感する」と

いう成功体験を多くの先生方と共有することができる取り組みや支援が必要なのかなと感じ

ています。広げる方法を少し真剣に考えなければいけないなというのを少し感じました。 

広げる役割と言うと、教育委員会の話が中村先生からもあったので、教育委員会の方からお

話を聞きたいと思います。 

福田  和歌山県新宮市教育委員会の福田です。今年度から教育委員会に異動になりました。今回、黒

潮町の行政と学校が一体となった取組はすごいなと思いました。自分自身のことを思うと、自

分の仕事の中には、人権教育だったり、生徒指導だったり、スクールカウンセラーだったりが

ある中で、その中の一つという感じで防災をやっていました。また、市には防災推進課があり

まして、そちらでも防災を進めているので、「自分のすべきことはどういうことか」というの

が、はっきり見えていませんでした。しかし、今回黒潮に来させてもらって、協力しながら、

学校と行政をつなぐことが、今の僕の仕事だなと思いました。 

今度の１月に行政主体の防災訓練があります。学校にも積極的に参加して、生徒も参加させ

て、という話もさせてもらっています。今回、この会議に参加させていただいたことを踏まえ

て、行政とも相談しながら、学校をどう巻き込んでいくか、できればその地区の学校の先生方

にも入ってもらいながら話を進められたら、もっとつながっていけるのではないかと思ってい

ます。それは帰ってから頑張ってみます。 

奥村  尾鷲市教育委員会の奥村です。今年から尾鷲市の指導主事になりましたけど、それまでは、尾

鷲市で社会教育を 3年、そして三重県教育委員会で社会教育主事を４年させて頂いておりまし

た。先ほど気付いたんですけども、自分の思った防災教育は、昔の「逃げる」というイメージ

でした。それよりも一歩進んだ防災教育というものを、前回、片田先生が尾鷲にきていただい
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たときに仰って頂いた話からなんとなく理解していたつもりでしたが、今回、この会議に参加

させていただいて、「今後やっていくことはこういうことなんだ」とつながりました。皆さん

の実践を聞かせて頂いて、黒潮町さんがやられているように、今後、行政と学校がつながって

いく方向で防災教育を進めていきたいと思います。多くの先生が防災教育をやられていますの

で、それを支援するのが私の仕事だと思いますので、よい方向に進めていきたいと思います。 

金井  最後に開催地を代表して、畦地さん。お願いします。 

畦地  二日間、黒潮町にお出でくださいまして、ありがとうございました。缶詰もたくさん買って頂

きまして、ありがとうございます。 

“一体になった取り組み”と非常にお褒め頂きました。“一体になった取り組み”というよ

りはむしろ、“行政が先生方に押し付けている”というのが、ある意味現実ではなかろうかな

と思っています。ですから、順応していく先生方は大変だなというのが本音ではないかなと。

ただ、先程、「先生を動員」という話になりましたけれども、決して我々は、先生方を動員し

てはおりません。昨日、今日の参加については、「各学校の判断でお願いします」ということ

にしております。学校によっては勤務日になっている学校もあろうかと思いますが、そうでな

い学校もあるということです。昨日、大勢の町内の先生方が参加してくれたのは、「来なさい」

と一言も言っているわけではなくて、「できたら参加してください」という内容案内だけであ

れだけ来て頂けるのは、熱意の表れです。先生方の名誉のため言っておきたいと思います。 

一体的に取り組みができるようになってきたのは、まさしくトップの姿勢があったからなん

ですね。トップが「一人の犠牲者も出さないんだ」という大きな姿勢があった。その姿勢を持

つには、日本一の想定をもらったということ。そういうものがあるので、全員が一方向を向い

て取り組みができているというのは間違いないと思っています。しかし、二日間の議論の中で

うちの町に欠けているのは、大きく二つだなあと思いました。一つ目は、子どもたちが主体的

に「僕たちこういうことをやりたいんです」というところが少ない。特に中学生についてはそ

ういった取り組みが欲しいんだけれども、そういうものはうちにないです。二つ目が、地域と

連携をした取り組みが不十分であると思います。多くの避難訓練等はするんですけれども、本

当に子どもたちが地域に感謝される場面を得られるような連携がない。この二つが、今、うち

の弱い点かなと感じたところでした。 

僕は一般行政職の職員なので、何かするときにはいろんなことが頭を駆け巡ります。防災教

育にしても、「ああ、これは売れるかな」と思っています。まずは、そのまま防災教育を売り

たいと思っていまして、例えば、カリキュラムという本であったりとか、防災教育というシス

テムを売る。あるいは、うちの町に来て頂くと、「“命の教育”とかも含めて、防災教育につい

ていろんなことが学ぶことができますよ」というように修学旅行の誘致とか、そういうことが

できないかなあと思っています。実はうちの NPO は第三種の旅行業の免許を持っているので、

情報を持っているので、将来は防災教育も町の産業にしていきたいなと思っています。 

ということで、二日間どうもありがとうございました。 
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金井  今回 3 回目として、黒潮町で開催させていただきました。この会を通じて、「防災教育をどう

やって行ったらいいのか」という問題意識の共有ができかこと、また何人かの先生に仰って頂

いたように、元気になって、やる気をもらって、熱をもらって帰って頂けるということは、こ

の会を開催させて頂いた側として、非常に嬉しく思います。ただ、ぜひお願いしたいのですが、

「いやあ、いい話を聞いた、頑張ろう」と思って帰って頂いたのに、年が明けて忘れてもとに

戻らないでくださいね。今だったら、来年の４月から始まる新学期に「どうやって防災教育を

取り組んでいこうか」というのを考えて計画するのにまだ間に合うと思います。3 学期中に実

施してください、と言われると大変だと思いますので、来年度に向けて準備をすすめていただ

ければと思います。そして、ご自身または学校で何かしらの取り組みを実践していただいて、

その結果をもって、また皆さんとディスカッションさせて頂いたらなと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


